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愛され続ける焼酎へ
　島内の５つの蔵元で造られる「さつま島美人」。この時期、各蔵
元では焼酎用さつま芋 “黄金千貫” を手作業で下処理した後、焼酎
の仕込みが行われています。　　　　　　　（関連記事＝Ｐ２～５）
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さ
つ
ま
島
美
人
の
誕
生

　

昭
和
38
年
、
黒
之
瀨
戸
大
橋
建
設

期
成
会
が
発
足
し
、
い
よ
い
よ
建
設

が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
便
利
に
な

る
喜
び
の
反
面
、橋
が
完
成
す
る
と
、

島
外
酒
造
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
攻
勢
を

受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
こ
の
ま
ま
単
独
で
競
争
し
て
も

共
倒
れ
に
な
る
」
と
い
う
危
機
感
か

ら
、
当
時
、
出
水
郡
内
で
も
最
小
規

模
（
５
社
で
１
０
０
０
石
程
度
）
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
５
社
で
協
力
し

て
い
こ
う
と
協
業
化
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、段
階
的
に
準
備
を
進
め
、

昭
和
42
年
２
月
に
、
町
内
の
酒
造
会

社
５
社
の
共
同
瓶
詰
工
場
と
し
て

「
長
島
研
醸
有
限
会
社
」
を
設
立
し
、

そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
続
い
て

き
た
各
酒
造
の
銘
柄
を
廃
止
し
、
グ

ル
ー
プ
の
統
一
銘
柄
と
し
て
「
さ
つ

ま
島
美
人
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

島
民
に
愛
さ
れ
続
け
る

長島研醸有限会社
（昭和 42 年設立）

代表取締役　小川　清洋（3 代目）

　グループ５社の伝統で醸した原酒
を調和させ、創業時の味にこだわり、
育ててくださった地元の皆さまにい
つまでも愛される焼酎でありたい。

宮乃露酒造株式会社
（明治 6 年創業）

代表取締役　宮崎　幸代（５代目）
（旧銘柄：宮乃露）

　長島町に住むすべての人の誇りと
なれるような美味しい焼酎であるこ
と。郷里からはなれてしまった人に
郷里を思いはせることのできる芳醇
な焼酎であること。まだ見ぬ人に日
本の原風景を届けられる心のこもっ
た焼酎であること。

長山酒造有限会社
（明治 39 年 8 月創業）

代表取締役　長山　正盛（4 代目）
（旧銘柄：誉

ほまれざくら

桜、萬代）
「焼酎魂 - 日々是鍛錬」、「焼酎道 - 熱

く燃える」、「焼酎愛 - 我芋焼酎党」
　焼酎造りは、毎日が修行で熱く燃
える心が大事である。また、自らが、
芋焼酎を愛することが大事である。
　この３つをモットーに、ただひた
むきに精一杯に焼酎造りに励んでい
ます。

宮内酒造合名会社
（明治 43 年創業）

代表社員　宮内　盛男（５代目）
（旧銘柄：五千石）

　長島で島内の蔵が 1 つにまとまり
生まれた「さつま島美人」。
　島民の皆さまに育てられ、愛され
てきた理由をよく考えて、日々精進
します。

杉本酒造合資会社
（大正 5 年創業）

代表社員　杉本　真輝（４代目）
（旧銘柄：白浪、島の寿）

　県内でも珍しい長島ならではの
「ブレンデッド焼酎」の造りに誇り

を持っていきます。「さつま島美人」
を、今後も島民の皆さまに愛される
よう、引き続き島内蔵元力を合わせ
て尽力していきたいと思います。

南洲酒造合資会社
（昭和 24 年創業）

代表社員　小川　俊寛（３代目）
（旧銘柄：南洲）

　いつまでも、お客さまに愛飲して
いただける商品を造っていきたいと
思います。

長
島
研
醸
有
限
会
社
の
特
徴

　

県
内
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
で
協
業
化

を
進
め
た
組
織
は
、
長
島
研
醸
以
外

に
５
社
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
全
て
が

協
業
化
と
同
時
に
製
造
場
も
一
本
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
長
島
の
酒
造
会

社
は
、実
質
協
業
化
は
し
た
も
の
の
、

製
造
場
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
瓶
詰
工

場
と
し
て
長
島
研
醸
有
限
会
社
を
設

立
。
焼
酎
の
原
酒
製
造
ま
で
を
担
当

す
る
５
社
の
蔵
元
と
、
原
酒
か
ら
製

品
化
し
て
出
荷
ま
で
を
担
当
す
る
長

島
研
醸
が
役
割
分
担
し
、
一
つ
の
焼

酎
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
形
態
は
県
内
で
は
珍

し
く
、
長
島
研
醸
グ
ル
ー
プ
の
特
徴

と
い
え
ま
す
。

さ
つ
ま
島
美
人
の
特
徴

　

通
常
、
一
般
の
酒
造
会
社
で
は
、

原
料
・
仕
込
み
水
、
度
数
調
整
す
る

割
水
を
替
え
る
な
ど
し
て
色
々
な
銘

柄
を
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
が
１
つ
の
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

長
島
研
醸
の
場
合
は
、「
さ
つ
ま

島
美
人
」
を
は
じ
め
「
黒
島
美
人
」、

「
さ
つ
ま
島
娘
」、「
島
乙
女
」、「
だ

ん
だ
ん
」
の
す
べ
て
の
商
品
が
５
つ

の
蔵
元
の
原
酒
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
焼

酎
と
な
り
ま
す
。

　

５
社
の
原
酒
を
ブ
レ
ン
ド
す
る
比

率
は
長
島
研
醸
設
立
か
ら
の
も
の

で
、
ブ
レ
ン
ド
し
た
原
酒
を
馴
染
ま

せ
酒
質
の
均
一
化
を
図
る
の
に
苦
労

は
す
る
も
の
の
、
酒
質
の
異
な
っ
た

５
社
の
蔵
元
の
焼
酎
が
う
ま
い
具
合

に
一
体
化
し
、
ま
ろ
や
か
な
甘
さ
、

絶
妙
な
味
わ
い
の
焼
酎
が
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
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追加された予算の主な事業

第３回議会定例会

一般会計補正予算
　平成 28 年度一般会計補正予算は、３億 2359 万
１千円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ 105
億 5950 万９千円としました。
　今回補正された歳出の主なものは、畜産・酪農収
益力強化整備等特別対策事業としてマルイクラス
ター協議会への補助金１億 516 万８千円や、台風
被害による単独災害復旧費 1155 万円、長島ぐるっ
とフラワーロード沿線景観整備事業としてのガード
ケーブル整備事業 2040 万円などです。
　今回追加された予算の主なものを紹介します。

「長島町立中学校（本島４校）」を長島高校跡地に集
約することの賛否を問う住民投票条例を否決
　９月 12 日、755 人から住民請求のあった「『長
島町立中学校（本島４校）』を長島高校跡地に集約
することの賛否を問う住民投票条例」が追加上程さ
れました。
　会期中、同条例制定案に関する全員協議会や連合
審査、住民請求代表者の意見陳述などが行われまし
た。26 日の最終本会議では、同条例の制定につい
て記名投票による採決が行われ、反対多数により否
決されました。

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業として
１億 516 万８千円を追加

↑へい死魚をすくい上げる漁業者

一般会計予算の総額は１０５億５９５０万９千円

赤潮被害 11 万 8600 匹

↑三反園知事へ現地で説明する長元組合長

↑県議会産業経済委員会も視察に

　

八
代
海
で
発
生
し
た
赤
潮
が
、
本

町
海
域
に
あ
る
養
殖
ブ
リ
の
生
簀
を

直
撃
し
、
平
成
22
年
以
来
、
深
刻
な

被
害
が
出
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
、
管
内
海
域
調
査
で
赤

潮
を
確
認
し
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
県
が
赤
潮
警
報
を
発
令
。
東
町

漁
業
協
同
組
合（
長
元
信
男
組
合
長
）

で
は
管
内
全
域
で
餌
止
め
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
翌
９
日
、
脇
崎
・

宮
ノ
浦
で
赤
潮
が
急
増
し
、
一
部
の

生
簀
で
ブ
リ
の
へ
い
死
を
確
認
。
10

日
、
県
赤
潮
緊
急
対
策
本
部
お
よ
び

長
島
町
・
東
町
漁
業
協
同
組
合
合
同

赤
潮
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
の
赤
潮
と
の
違
い

　

今
回
の
赤
潮
も
平
成
21
・
22
年
に

発
生
し
た
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
・
ア
ン

テ
ィ
ー
カ
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
前
回
の
被
害
時
期
は
７
・
８

月
で
し
た
が
、
今
年
は
９
月
と
過
去

に
例
が
な
い
時
期
に
発
生
し
ま
し

総務課
関西ながしま会 10 周年記念事業

（関西ながしま会郷土芸能派遣） 2,309

ふるさと納税果実糖度計購入 1,249
バイオマスエネルギー利用促進事業 3,000
緊急通報シール配布事業 710

企画財政課
自治公民館等チャレンジ提案事業補助金 12,000

水産商工課
幣串地区トイレ補修工事 1,000

景観推進課
川床ふれあいの郷トイレ改修工事 17,776
だんだん市場駐車場改修工事測量設計業務委託 1,575
山門野地区他ガードケーブル整備事業 20,400

町民福祉課
障害児施設等給付事業 9,000

保健衛生課
ごみステーション建設補助金 972

診療所
代診医師に要する経費 17,321

水道課
合併浄化槽設置費補助金 17,842
鷹巣農集処理施設非常用発電機修繕 2,841

農林課
道の駅長島，マンダリンセンターの修繕 994
じゃがいも種苗生産技術研究事業 2,000
農畜産物処理加工施設（鷹巣）ボイラー取替工事 1,367
畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 105,168

耕地課
県営農村災害対策整備事業（伊唐地区） 1,300
台風被害による単独災害復旧費 11,550

建設課
道路新設改良費（小浜平尾線） 7,000
橋りょう維持補修事業 1,000
県単急傾斜地崩壊対策事業（川床地区） 600
港湾建設事業費・県営事業負担金（指江・宮之浦・片側） 4,544
地方創生港整備推進交付金事業（立石地区） 20,000

社会教育課
町民総合体育館改修工事 11,655

単位：千円　

た
。
ま
た
、
今
回
の
赤
潮
は
、
増
殖

海
域
が
異
な
り
、
増
殖
速
度
が
こ
れ

ま
で
よ
り
も
速
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

生
簀
の
避
難
が
間
に
合
わ
ず
短
期
間

で
大
き
な
被
害
へ
と
つ
な
が
り
ま
し

た
。

県
・
国
へ
の
支
援
要
請

　

今
回
の
被
害
を
受
け
て
、
11
日
に

は
小
里
泰
弘
衆
議
院
議
員
、
中
村
素

子
県
議
会
議
員
、
西
啓
一
郎
県
商
工

労
働
水
産
部
長
が
来
町
し
、
特
に
被

害
の
大
き
か
っ
た
脇
崎
・
宮
ノ
浦
地

区
を
視
察
し
ま
し
た
。
13
日
に
は
、

三
反
園
訓
鹿
児
島
県
知
事
も
来
町

し
、
現
地
や
死
魚
の
埋
設
場
所
を
視

察
。
そ
の
後
、
県
公
明
党
県
議
団
や

県
議
会
産
業
経
済
委
員
会
も
視
察
に

訪
れ
、
対
策
会
議
で
は
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
反
園
知
事
は
「
状
況
に
応
じ
て

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
た
い
。
こ

れ
以
上
被
害
が
広
が
ら
な
い
よ
う
、

情
報
を
共
有
し
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対

応
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　９月 12 日から 26 日まで、平成 28 年第３回長島町議会定例会が開かれました。
平成 28 年度一般会計補正予算や平成 29 年 4 月に川床小学校と統合する田尻小
学校のスクールバスの購入売買契約など 10 議案が可決されました。
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いつまでも元気で長生きして

地元の中学生と共演
今年は鹿児島市で開催

長島焼酎祭り「よいまい」

　長島町の焼酎をＰＲするためのイベント
「よいまい」。今年は、天文館かごしま特産品

市場「かご市」と鹿児島中央駅アミュ広場で
行います。

○日時
　　平成 28 年 11 月４日（金）～６日（日）
　　午前 10 時～午後７時
○場所
　　かごしま特産品市場「かご市」
　　鹿児島市東千石町 15 － 21
　　☎ 099（224）1093
○内容
　　・特産品店頭販売
　　・焼酎試飲コーナー
　　※余興などはありません

○日時
　　平成 29 年１月 24 日（火）～ 26 日（木）
　　午前 10 時～午後７時（26 日は午後６時まで）
○場所
　　かごしま中央駅 AMU 広場
　　鹿児島市中央町 1 － 1
　　☎ 099（254）0300
○内容
　　・長島の特産品の販売（全 12 ブース）
　　・ふるまい酒
　　・焼酎購入者に対しての物販割引券の配布
　　・余興（予定）

長島フェア「よいまい」in かご市
第１弾

長島まるごとフェア「よいまい」in アミュ広場
第２弾

◎問い合わせ先
　長島町商工会　☎（86）0209

　９月 18 日、鹿児島情報高等学校吹奏楽部長島公
演が長島町文化ホールで開催されました。
　この公演は、部長の竹田えみりさん（３年）が長
島中学校出身であることから、その縁で初めて本町
で開催されたものです。
　公演では、コンクール課題曲をはじめ、洗練され
た曲目の演奏を中心とした第１部に始まり、ポップ
な曲を中心に、ダンスや歌唱に盛り上がりを見せた
第２部と、全国大会で受賞実績のある同校の演奏に
観客は聴き入っていました。
　公演の最後には長島中学校・平尾中学校吹奏楽部
との合同ステージ「花は咲く」で幕を閉じました。

鹿児島情報高等学校吹奏楽部演奏会
　９月 22 日には、出水中央高等学校吹奏楽部演奏
会が同ホールで開催されました。
　同校吹奏楽部は例年、本町でのイベントに数多く
出演していますが、今回の演奏会は、本町では２年
ぶりの開催となりました。
　演奏会では、本町出身の篠原萌々子さん（２年）、
荒川綾音さん（２年）、島崎遥香さん（２年）（いず
れも長島中出身）を含む部員 92 人による迫力のあ
る演奏や趣向を凝らしたダンスの数々、そして地元
の長島中学校・平尾中学校・川床中学校との合同演
奏も披露され、観客は大いに沸き上がりました。

出水中央高等学校吹奏楽部演奏会

町内各地で敬老行事
　長年にわたり社会に尽くしてこられた高齢者を敬
愛し、長寿を祝う敬老訪問が９月 14 日から 16 日
まで行われ、川添町長や民生委員、役場関係者が
90 歳以上の高齢者を訪問しました。
　9 月 30 日、100 歳を迎える牧文江さんを祝うた
めに川添町長が桃源郷を訪問。「いつまでもお元気
で」と声をかけながら町からのお祝い金を手渡しま
した。
　10 月９日は、浜漉の永田健太郎さんの 100 歳を
祝うために、教職員当時の教え子や、剣道関係者、
親族など約 110 人が集まり長寿を祝いました。
　町内で今年、80 歳以上の対象者は 1,504 人。う
ち 90 歳以上は 316 人。その中でも、新たに 100
歳を迎える４人を含めて、100 歳以上のかたは、
13 人いらっしゃいます。

↑相撲で優勝した平尾小学校

↑同会場では剣道も奉納

戦没者の慰霊を弔う
杉ノ段招魂祭

　明治維新以降の戦争で亡くなられたかたがたを慰
霊する杉ノ段招魂祭が９月 25 日、杉ノ段招魂墓地
で開催されました。
　遺族のほか団体関係者、消防団員らが参列して、し
めやかに神事が執り行われ、戦没者に対し参加者一同
で感謝の意を捧げ、平和への誓いを新たにしました。
　招魂墓地下の広場では、小学生対抗の相撲と剣道
が奉納されました。どの試合も熱戦が繰り広げられ
ましたが、相撲の決勝戦では大将戦までもつれ込む
接戦を展開。懸命に競い合う選手らに観覧席からは
たくさんの歓声や拍手が送られていました。

↑戦没者へ慰霊の言葉を述べる川添町長 ↑永田健太郎さんへお祝い状を手渡す川添町長

↑牧さんとお祝いにかけつけた親族ら

↑フルートのソロ演奏をする竹田さん

↑ダンスでも会場を盛り上げていました
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わが町の地方創生

ミシュラン２つ星シェフが長島大陸に上陸

　町では辻調理師専門学校（大阪市）と「食におけ
る地方創生」のモデル地域として全国初の包括連携
協定を締結しています。
　その一環として、業界で活躍中の一流シェフ・飲
食関係者が来町し、生産現場へ足を運び直販交渉が
可能な「長島大陸視察ツアー」を実施しています。
　2016 年３月からこれまで計８回、総勢 55 人が
参加してきた当ツアー。６月に「上陸」した大阪の
ミシュラン 2 つ星フレンチ「Restaurant La cime」（レ
ストラン・ラシーム）の高田シェフは、1 泊 2 日で
町の生産現場を訪問。自身が奄美大島出身というこ

ともあり、店舗では鹿児島食材への情熱・愛で溢れ
たコース料理を提供しています。
　今回のツアーを通じて、町の風土・食材を気に入っ
た高田シェフは、７月に台湾シェラトンホテルで開
催された期間限定ＶＩＰイベントで、早生鰤王を使
用した料理を提供。現地の美食家・メディアから大
きな反響を得ました。
　そのほかにも、東京で 7 年連続ミシュラン 1 つ
星を獲得する日本料理の料理人、都内 8 店舗経営
のこだわり回転寿司企業なども同ツアーに参加して
います。
　ツアーの視察受け入れに興味を持つ町内生産者の
かたは、問い合わせください。

◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生係
　☎（86）1111［代表］

～ 長島大陸視察ツアー ～
ながしま子育てルームを実践　～ できるまで帰れません！第６号 ～

　９月 22 日、長島町多目的ホールで「おいでよ！
ながしま子育てルーム」が開催されました。この
子育てルームは、本町の地域活性化プラン計画実
現コンテスト「できるまで帰れません！」にエン
トリーした東京大学の竹内あかねさんが開催した
もので、当日は 19 組の親子が参加しました。
　竹内さんは、町内で小さな子を持つ保護者から
聞き取り調査を実施。子どもの遊び場が少ないと
いう多くの声を受けて実践したものです。子ども
の遊び場は、保護者の情報交換や、子育てについ
て意見を交わせる大切な場所という点に着目し、
翌日の報告会では、今後の展望や可能性、将来像
について話しました。

↑色々な遊びを楽しむ親子

元劇団四季主演女優がライブ　～ 長島大陸Ｎセンターで開催 ～
　９月３日、長島大陸Ｎセンターで、元劇団四季
主演女優の熊本亜記さんのライブ講演が行われま
した。
　第１部では、「夢の叶え方」をテーマに、熊本
さんがどのようにして劇団四季に入団したのか、
どうやって主演女優になったのかを講和。その後、
劇団四季の発声練習を披露したほか町民からの質
問に答えるコーナーもありました。
　第２部では、ギタリストの松島準矢さんも加わ
り、名曲の生歌ライブが行われました。
　会場には定員を超える来場者が集まり熱気あふ
れるライブとなりました。今後も、長島大陸Ｎセ
ンターでは、さまざまな職種のかたを招致し、講
演会やイベントを開催する予定です。

↑熊本さんの歌に聞き入る来場者

　９月 23 日、川床中学校（脇田武志校長・50 人）
では、同校理科担当の井戸幸代教諭と、長島町地
域おこし協力隊の丸山啓志さんのチームティーチ
ングによる授業が行われました。
　今回の授業は全学年を対象にそれぞれ行われ、
さまざまな種類の動物の頭骨やイルカの全身骨格
を用いながら、動物の生活環境と、からだのつく
りとの関連性について学びました。
　授業を受けた 2 年生の小島大

ひろまさ

尚さんは「動物
の骨の仕組みのことがいろいろと良くわかって勉
強になった」と話していました。

地域おこし協力隊と連携して授業　～ 川床中学校で実施 ～

↑イルカの全身骨格を組み立てる生徒たち

↑台湾シェラトンホテル VIP イベントで披露された
「鹿児島産ブリのマリネキュウリとゴーヤのソース」

楽天本社で長島町をＰＲ
　９月 26 日から 30 日の 5 日間、全国の自治体で
初めて、楽天株式会社本社の社員食堂で長島大陸
フェアと、本町のふるさと納税のＰＲを行いました。
　この企画は、本町の地域おこし協力隊の土井隆さ
んが、同社に勤務していたことから実現しました。
　東京・二子玉川の本社に勤務する社員は約 1 万人。
三木谷浩史社長はじめ全社員が出席する朝会でも、
巨大スクリーンを使って長島大陸フェアについて告
知が行われました。
　フェアでは同社の社員食堂で、町のブリを使った
メニューを１週間提供し、ふるさと納税の返礼品と
して送っている干し芋の試食と焼酎試飲コーナーを
設けました。
　１週間で延べ３千人が「長島大陸メニュー」を満
喫。多くの人に長島町をＰＲすることができました。

↑大勢の社員でにぎわう社員食堂

　なお、楽天市場のウェブサイトでは、昨年の 12
月から、本町のふるさと納税コーナーが開設されて
います。
○楽天市場 長島町ふるさと納税
http://www.rakuten.co.jp/f464040-nagashima/

↓社内の掲示板でも紹介
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長島町地域包括支援センターだより

コグニサイズで認知症予防！

◎問い合わせ先　長島町地域包括支援センター　☎（86）1153［直通］
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　コグニサイズとは、国立長寿医療研究センターが
開発した認知 ( コグニション ) と運動 ( エクササイ
ズ ) を組み合わせた、認知症予防を目的とした取り
組みのことです。運動で体の健康を促すと同時に、
脳の活動を活発にする機会を増やし、認知症の発症
を遅らせることを目指したものです。課題がうまく
できるということは、脳への負担が少ない事を意味

しますので、間違えた方が脳への負担が多く、よ
り刺激を受けるということになります。運動の種
類によってコグニステップ、コグニダンス、コグ
ニウォーク、コグニバイクなど、多様な類似語が
あります。今回は実践しやすいコグニウォークを
ご紹介します。みなさんもコグニサイズに取り組
んで、楽しみながら認知症予防に努めましょう！

　串木野海上保安部は、灯台記念日関連事業として、
明治 30 年４月８日の初点灯から、周辺海域を航行す
る船舶の安全を守り続けてきた長崎鼻灯台を特別公開
します。

長崎鼻灯台を特別公開
11 月１日は「灯台記念日」

○日時
　11 月３日（木）　午前 11 時～午後３時
○実施内容
　・灯台内部の公開　　　
　・全国の灯台写真パネル展示
　・灯台の機器などの展示
　・海上保安庁マスコットキャラクター「うみまる」の登場
　・子ども限定じゃんけん大会
　・海上保安庁制服の試着など

◎問い合わせ先
　串木野海上保安部交通課
　☎ 0996（32）2362

11 月は不法投棄防止強化月間です
　県では、産業廃棄物の不法投棄などの根絶を図るた
め、毎年 11 月を「不法投棄防止強化月間」と定めて
います。
　期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止
パトロールなどを強化しています。不法投棄は重大な
犯罪です。この機会に一人ひとりが「不法投棄をしな
い。させない。見つけたらすぐ電話を」という意識を
持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。
　産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域
振興局または県廃棄物・リサイクル対策課までご連絡
ください。

◎問い合わせ先
　県廃棄物・リサイクル対策課
　☎ 099（286）3810
　北薩地域振興局保健福祉環境部
　☎ 0996（23）3167
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（
東
町
漁
協
・
宮
ノ
浦
）

公
明
党
県
議
団
赤
潮
被
害
視
察
同
行

（
東
町
漁
協
・
宮
ノ
浦
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
内
）

あ
か
ね
園
敬
老
長
寿
祭
り　
　
　
　
（
唐
隈
）

獅
子
島
幼
小
中
学
校
運
動
会　
　
（
獅
子
島
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
内
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
内
）

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
川
床
）

鷹
巣
地
区
む
ら
づ
く
り
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
）

県
議
会
産
業
経
済
委
員
会
赤
潮
被
害
視
察
同
行

（
東
町
漁
協
・
宮
ノ
浦
）

杉
ノ
段
招
魂
祭　
　
　
　
　
　
　
（
杉
ノ
段
）

町
村
会
情
報
化
事
業
会
長
・
事
務
局
長
会
議

（
熊
本
市
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式　
（
指
江
庁
舎
）

畜
産
共
進
会
激
励　
　
　
　
　
　
　
（
平
尾
）

100
歳
お
祝
い　
　
　
　
　
　
　
　
（
桃
源
郷
）

［
短
歌
］

秋
の
陽
を
求
め
て
窓
に
近
付
け
ば
ま
ほ
ろ
ば
季
節
の
如
く

美
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
方
　
清
明

海
は
な
ぎ
島
の
山
々
夕
焼
け
に
そ
ま
る
蜜
柑
は
も
う
じ
き

も
が
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仮
屋
辰
子

風
吠
え
て
屋
根
カ
ベ
木
々
に
襲
い
来
る
台
風
銀
座
わ
が
家

高
台
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
貢

最
早
来
て
柿
の
木
高
く
睥へ

い
げ
い睨
す
我
見
よ
と
て
か
鵙も

ず

が
高
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
繁

餌
や
り
の
お
じ
さ
ん
来
れ
ば
尾
を
立
て
て
野
良
ら
出
で
く

る
少
し
ど
や
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
木
　
良
平

生
れ
来
て
親
の
御
蔭
で
一
人
り
前
忘
れ
て
成
ら
ぬ
良
い
人

な
る
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

団
長
の
声
高
ら
か
や
運
動
会
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
武
志

汗
淋り

ん
り漓

野
良
着
張
り
つ
く
畑
仕
事　
　
　
　

淵
脇　
　

護

出
国
も
帰
国
も
ど
つ
と
心

と
こ
ろ
て
ん太　

　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

汗
光
る
胸
に
き
ら
め
く
金
メ
ダ
ル　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

丁ち
ょ
ん
ま
げ
髷
の
浴
衣
着
流
し
の
し
歩
く　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

梅
雨
あ
が
る
大
き
く
揺
す
る
宮
の
鈴　
　
　

山
嵜
加
代
子

梅
雨
明
け
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
輝
け
り　
　

大
堂　

早
苗

梅
雨
明
け
て
川
ひ
と
ま
た
ぎ
家
路
か
な　
　

大
堂　

光
幸

開
け
放
つ
座
敷
の
風
も
溽

じ
ょ
く
し
ょ暑

な
り　
　
　
　

坂
口　

静
子

日
焼
け
し
て
少
女
の
ひ
か
が
み
な
ほ
白
し　

白
男
川
孝
仁

藍
染
め
の
浴
衣
に
祖
母
の
刺
し
ゅ
う
あ
り　

山
田　

哲
夫

日
焼
肌
遊
び
疲
れ
し
子
の
寝
顔　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

セ
ツ
セ
ツ
セ
ツ
命
燃
や
し
て
セ
ミ
が
鳴
く　

大
堂　

正
弘

　大人気のサバイバルシリー
ズ。今回は江戸時代。徳川家康
や真田幸村が登場します。

監
修
・
解
説　

鳥
飼
行
博

　三重苦の少女ヘレン・ケラーの
教師として生きた、アン・サリバン。
　「奇跡の人」と呼ばれたその一生
を漫画で紹介します。

「
サ
リ
バ
ン
先
生
」

著
者　

早
川
大
介

「
江
戸
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

朝
刊
に
畏い

あ
い愛

の
貌か

お

は
わ
が
恩
師
永
田
先
生
百
歳
な
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

山や
ま
あ
い間

の
な
だ
り
に
鬼
百
合
盛
り
ゐ
て
廻
り
明
る
き
道
を
行

き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

赤
潮
に
命
絶
た
れ
し
鰤
の
む
く
ろ
孫
ら
ひ
た
す
ら
運
び
て

埋
む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

起
き
が
け
の
眼
に
冴
え
冴
え
し
む
ら
さ
き
の
艶
あ
る
ナ
ス

ビ
味
噌
汁
に
せ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

紫
の
萩
の
花
揺
れ
秋
匂
ふ
胸
元
過
ぐ
る
こ
の
涼
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

満
月
は
宵
の
高
空
に
留
ま
り
て
想
ひ
交こ

も
ご
も々

手
合
は
せ
見
上
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

夕
茜
さ
す
沖
合
に
娘
住
む
甑
島
見
ゆ
車
の
窓
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

こ
の
白
さ
極
ま
る
白
磁
の
高
浜
焼
心
澄
ま
さ
れ
深
く
息
の
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

あ
は
れ
こ
の
若
牛
果
て
つ
苦
し
み
て
仔
を
産
み
し
の
ち
立

つ
こ
と
な
し
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

貰
ひ
た
る
茗
荷
を
噛
め
ば
さ
き
さ
き
と
歯
に
涼
し
け
り
遅

き
夕
餉
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

９
月

ぶり奨学金寄附金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付
をいただきました。
　・永岡設備工業
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える
仕組みです。ぜひ皆さまにおかれましても、本制度
に対する寄付へのご理解・ご協力をよろしくお願い
します。

新
成
人
は
集
ま
ろ
う

↑華やかな着物姿で記念撮影をする新成人（平成 28 年）

　

町
で
は
、
新
成
人
で
、
現
に
長
島
町
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
人

お
よ
び
町
外
居
住
者
で
あ
っ
て
も
、
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
、
家

族
が
現
に
長
島
町
に
居
住
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
平
成
29
年
長

島
町
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
期
日

　

平
成
29
年
１
月
４
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所

　

町
文
化
ホ
ー
ル

○
対
象
者

　

平
成
８
年
４
月
２
日
～

　

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
会
費

　

１
０
０
０
円

　

※
町
か
ら
記
念
写
真
、
記
念
品

　

の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

○
案
内
状

　

11
月
初
旬
発
送

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
内
）

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

平
成
29
年
成
人
式
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行
政
相
談
所
を
開
設

　

10
月
17
日
か
ら
23
日
は
行
政
相

談
週
間
で
す
。
行
政
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い

こ
と
を
行
政
相
談
員
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
19
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
会
場

　

指
江
庁
舎
大
会
議
室

○
行
政
相
談
員

　

下
平　

隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

清
原　

郁
美
氏
（
平
尾
中
南
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

平
成
29
年
用
「
簡
易
農
業
経

営
簿
記
」
を
発
行

　

県
農
業
改
良
普
及
研
究
会
で

は
、
平
成
29
年
用
「
青
色
申
告
に

使
え
る
『
簡
易
農
業
経
営
簿
記
』

を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
簿
記
は
、

経
営
決
算
と
青
色
申
告
が
同
時
に

で
き
、
初
め
て
の
か
た
で
も
記

帳
・
決
算
が
で
き
る
よ
う
編
集
し

て
あ
り
ま
す
。

○
名
称
な
ど

　

青
色
申
告
に
使
え
る
「
簡
易
農

　

業
経
営
簿
記
」

　
（
デ
ー
タ
シ
ー
ト
付
き
・
Ｂ
５
判
）

○
発
行
時
期
・
価
格

　

11
月
末
・
１
５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

空
き
家
情
報
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い

　

町
で
は
、
町
内
の
空
き
家
を
活

用
し
て
、
町
外
か
ら
の
移
住
・
定

住
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
町
内
の
空
き

家
調
査
を
実
施
し
、
活
用
で
き
る

空
き
家
の
情
報
を
把
握
す
る
予
定

で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
で
、
空
き
家
の

活
用
を
希
望
す
る
人
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
土
地

の
取
引
に
は
事
前
届
出
を

　

国
土
交
通
省
で
は
、
10
月
を

「
土
地
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

１
万
平
方
㍍
を
超
え
る
土
地
取
引

に
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、

契
約
の
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
３
８

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

専
門
家
に
よ
る
巡
回
相
談
を

実
施

　

町
で
は
、
身
体
や
こ
こ
ろ
な
ど

を
含
め
た
生
活
全
般
の
相
談
に
対

応
す
る
相
談
支
援
事
業
を
、
一
般

相
談
支
援
事
業
所
「
あ
い
わ
の

里
」
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
訪
問
や
窓
口
、
電
話

に
よ
る
相
談
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
、
地
域
で
の

巡
回
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

身
体
の
こ
と
、
こ
こ
ろ
の
こ

と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

生
活
全
般
の
相
談
に
、
社
会
福
祉

士
や
臨
床
心
理
士
を
は
じ
め
と
し

た
専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
日
時
・
場
所

・
10
月
28
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
11
時

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
鷹
巣
）

　

午
後
２
時
～
４
時

　
　

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
11
月
18
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　
　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
～
３
時

　
　

獅
子
島
島
内
巡
回

　
　

※
訪
問
は
要
予
約

・
11
月
25
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
　

役
場
指
江
庁
舎
２
階
大
会
議
室

※
右
記
の
時
間
で
相
談
員
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。

※
以
降
の
開
催
日
程
に
つ
き
ま
し

て
は
順
次
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
自
宅
へ
の
訪
問
依
頼
や
上
記
の

相
談
以
外
で
の
相
談
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
２
４
０
１

　

役
場
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１

週
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防

思
想
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発

生
を
防
止
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心

と
し
た
犠
牲
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時

　

そ
の
場
所
で
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

☎
（
86
）
０
１
１
９［
東
分
遣
所
］

　

☎
（
88
）
５
３
３
３［
長
島
分
遣
所
］

給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明

会
を
開
催

　

長
島
町
・
阿
久
根
市
の
源
泉
徴

収
義
務
者
を
対
象
と
し
た
「
平
成

28
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説

明
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

○
日
時

　

11
月
17
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

○
会
場

　

阿
久
根
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
年
末
調
整
の
際
に
使
用
す
る

「
平
成
28
年
分
年
末
調
整
の
し
か

た
」
お
よ
び
「
保
険
料
控
除
申
告

書
」
な
ど
の
各
種
用
紙
に
つ
い
て

は
、
10
月
24
日
以
降
順
次
発
送
さ

れ
ま
す
。

※
説
明
会
出
席
の
際
に
は
、
送
付

さ
れ
た
「
平
成
28
年
分
年
末
調
整

の
し
か
た
」
お
よ
び
「
平
成
28
年

分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
表
等
の

法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手

引
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
出
水
市

会
場
（
11
月
24
日
（
木
）・
午
後

２
時
～
・
出
水
市
音
楽
ホ
ー
ル
）

で
も
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

「
調
理
補
助
講
習
」
を
開
催

　

鹿
児
島
労
働
局
委
託
事
業
「
シ

ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事

業
」
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登

録
さ
れ
て
い
る
55
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
し
た
技
能
講
習
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

○
講
習
名

　

調
理
補
助
講
習

○
期
日

　

11
月
24
日
・
25
日
・
29
日
・
30
日

　

12
月
２
日
・
６
日
・
７
日
・
８
日

　
（
計
８
日
間
）

○
時
間　

10
時
～
16
時

○
場
所　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
）

○
定
員　

20
人

○
締
切　

11
月
10
日
（
木
）

○
講
習
概
要

　

調
理
補
助
と
し
て
必
要
な
基
本

的
な
知
識
や
実
技
を
習
得
し
、
再

就
職
を
目
指
す
講
習
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

株
式
会
社
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
係

　

☎
０
９
９
（
２
１
４
）
２
１
４
０

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

○
高
等
工
科
学
校
（
推
薦
）

・
受
験
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未

　

満
の
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活

　

動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
納
め
、

　

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

・
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

12
月
２
日
（
金
）

・
試
験
期
日

　

平
成
29
年
１
月
７
日
（
土
）
～

　

９
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

　

を
指
定

○
高
等
工
科
学
校
（
一
般
）

・
受
験
資
格

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

　

未
満
の
人

・
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
火
）
～

　
　

平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）

・
試
験
期
日
（
１
次
）

　

平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

薩
摩
川
内
出
張
所

　

☎
０
９
９
６(

22)

２
４
０
１
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

第 11回自治公民館対抗ソフトボール大会

川内チームが２連覇城
　第 11 回長島町自治公民館対抗ソフトボール大
会が８月 17 日から 26 日にかけて開催されまし
た。
　今大会には、Ａランクに 18 チーム、Ｂランク
に 12 チームの計 30 チームが出場し、公民館の
代表選手から構成された各チームが白熱した試合
を繰り広げ、Ａランクでは城川内が２連覇を果た
し、Ｂランクでは薄井Ｂが優勝を飾りました。
そのほかの大会結果は次のとおりです。
Ａランク［ 優勝 ］城川内　［ 準優勝 ］田尻
　　　　［ ３位 ］薄井Ａ、蔵之元Ｂ
Ｂランク［ 優勝 ］薄井Ｂ　［ 準優勝 ］蔵之元Ａ
　　　　［ ３位 ］宮ノ浦、母良木

↑手作りの大綱を力いっぱい引っ張る子どもたち

町内各地で十五夜行事

りの秋に感謝実
　旧暦の８月 15 日にあたる９月 15 日、町内各
地で十五夜行事がありました。
　唐隈集落では、前日までに保護者や集落の人た
ちによって練られた綱を使って、恒例の綱引きと
相撲大会が行われました。参加した集落の小・中
学生は大綱を抱え込みながら引いたり、相撲では
押し合ったり、投げ合ったりと周りからの声援を
受けながら楽しんでいました。
　綱引きと相撲を終えた子どもたちは、集落に昔
から続く風習「お月見どろぼう」に参加。濵田満
男さん（城川内小・5 年）は「お供え物を 200 個
もらいたい」と満面の笑顔で話し、他の子どもた
ちと一緒に出発しました。

↑Ａランク優勝の城川内チーム

老人クラブグラウンドゴルフ大会

顔で楽しみ健康に笑
　９月 15 日、長島町老人クラブ連合会（川添康
成会長）による、平成 28 年度老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会が、川床コミュニティ運動
場で開催されました。
　町内の老人クラブ 34 チーム、約 180 人が参加
した今大会も、ホールインワンが多数出るなど、
歓声と笑いの絶えない白熱した大会となりました。
　優勝した山門野Ｂチームと、準優勝の山中Ａ
チームは、10 月 14 日に開催される県大会へ出場
します。
　大会の結果は次のとおりです。

［優勝］山門野Ｂ［準優勝］山中Ａ［３位］田尻Ａ

↑ 39 歳以下の部で優勝したキングダッシュ A チーム

　第 11 回長島町同期生対抗バレーボール大会が
９月５日から 16 日まで、長島町総合町民体育館
で開催されました。
　本町出身者や町内在住の同級生が男女混成で
チームを組み対戦するこの大会に、41 チームが
参加し、39 歳以下と 40 歳以上の 2 部に分かれて、
熱戦を繰り広げました。
　優勝は、39 歳以下が昭和 53 年生まれの「キン
グダッシュ A」チーム、40 歳以上が昭和 46 年生
まれの「フォーティーシックス」チームでした。

第 11回同期生対抗バレーボール大会

１チームが熱戦４

↑選手の一打を見守る参加者ら

町消防団が認知症サポーター養成講座を受講

知症サポーターとして地域をサポート認
　９月 25 日、長島町開発総合センターで認知症
サポーター養成講座が開催されました。
　高齢化が進む日本では、認知症の人やその家族
が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、地
域全体でサポートする必要があります。
　今回は、地域を守る中核として活躍している消
防団員が同講座を受講し、認知症を正しく理解す
ることで、尊厳を損なうことなく適切な対応を行
い更なる地域の安心安全へ繋げるために実施され
ました。
　この日は、本町蔵之元で介護支援事業などを
行っている「達者の家」代表の大平怜也さんを講
師に招き、団員らは認知症についての正しい知識
を学んでいました。

↑優勝した鷹巣ソフトボールスポーツ少年団Ａ・Ｂ

ロータリー旗争奪ソフトボール大会

巣ソフトボールスポーツ少年団が優勝鷹
　９月 22 日、阿久根市総合運動公園ソフトボー
ル場で、第 33 回阿久根ロータリー旗争奪阿久根・
長島地区少年ソフトボール大会が開催されまし
た。
　この大会には、本町から５チーム、阿久根市か
ら６チームが参加し、熱戦を繰り広げました。
　大会は、６チームが参戦したＡブロックと、５
チームが参戦したＢブロックの両ブロックで、鷹
巣ソフトボールスポーツ少年団Ａ・Ｂチームがそ
れぞれ優勝を果たしました。

↑大平さんの講演を受講する団員ら
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

▽
あ
る
会
合
の
懇
親
会
に
出
席
し

た
時
、
町
外
来
賓
の
か
た
が
御
樽

を
持
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

島
美
人
以
外
の
焼
酎
で
し
た
。
そ

の
時
、
出
席
者
の
一
人
が
「
長
島

ん
し
ー
の
飲
ん
方
で
島
美
人
じ
ゃ

ん
か
焼
酎
を
持
っ
て
来
た
っ
ち
、

だ
い
が
飲
む
と
」
と
笑
い
な
が
ら

話
し
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
ほ
ど
長
島
の
人
に
愛
さ
れ

て
い
る
「
さ
つ
ま
島
美
人
」。〝
焼

酎
大
国
鹿
児
島
〟
で
も
多
く
の
販

売
実
績
を
持
つ
こ
の
焼
酎
は
島
民

か
ら
の
寵
愛
を
受
け
て
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
は「
本
格
焼
酎
の
日
」。

こ
れ
に
向
け
て
県
内
の
自
治
体
有

志
が
10
月
に
発
行
す
る
広
報
紙
で

「
焼
酎
」
を
取
り
上
げ
、
鹿
児
島

の
焼
酎
文
化
を
あ
ら
た
め
て
知
っ

て
も
ら
い
、
県
全
体
で
〝
焼
酎
大

国
鹿
児
島
〟
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
急
な
お
願
い
に
も
関
わ

ら
ず
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
長
島

研
醸
様
を
は
じ
め
５
つ
の
蔵
元
の

皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
濵
田
将
尚
）

10,818 (-11)

平成 28 年９月 30 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,224 (- 4)
5,594 (- 7)

  4,477 (- 3)

長
島
の
秋
の
色
は
黄
色
！

　

朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
黄
金
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
敷
き

詰
め
た
よ
う
に
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂

と
、
長
島
に
昔
か
ら
自
生
し
、
沿
道
に

植
栽
し
た
「
つ
わ
ぶ
き
の
花
」、
３
年

程
前
か
ら
植
栽
を
始
め
た
「
コ
バ
ノ
セ

ン
ナ
」
と
長
島
の
秋
は
黄
色
一
色
に
彩

ら
れ
ま
す
。
コ
バ
ノ
セ
ン
ナ
は
、
昨
年

か
ら
咲
き
始
め
、
造
形
美
術
展
を
見
に

来
ら
れ
た
町
外
の
か
た
が
た
か
ら
花
名

の
問
合
せ
が
多
数
あ
り
、
急
き
ょ
花
名

版
を
設
置
し
た
ほ
ど
で
し
た
。
コ
バ
ノ

セ
ン
ナ
は
、
挿
し
芽
で
簡
単
に
増
や
せ

ま
す
の
で
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
か
で

し
ょ
か
。
挿
し
芽
時
期
は
３
月
か
ら
６

月
が
最
適
で
す
。

コ
バ
ノ
セ
ン
ナ

　

科　

名
：
マ
メ
科

　

別　

名
：
カ
ッ
シ
ャ

　

原
産
地
：
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

　

開　

花
：
10
月
か
ら
11
月　

　

剪　

定
：
花
後
に
行
い
ま
す
。

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

↑鮮やかな色のコバノセンナ↑国道沿いでも咲き並んでいます
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１６11

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

12/2 12/3

10/30 10/31

２９ ３０ 12/1

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

文化の日

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○上園医院 73-1055
○柏木歯科クリニック 79-4618
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○内山病院 73-1551
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□本町薬局 73-3233
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○門松医院 64-6100
○児島歯科医院 86-1266
□長島調剤薬局 64-5555
□こがね薬局 64-1132
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇二宮医院 62-0167

□長島町総合防災訓練

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○よう皮ふ科医院 63-1112
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○しみずこども医院 68-0633
○田畑歯科医院 62-0888
□あすか薬局 63-7322
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

勤労感謝の日

○飯尾医院 88-5040
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○いまむらクリニック 73-1700
○あくね歯科医院 72-0556
□あじさい薬局 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□市民調剤薬局 68-0150

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○鶴見医院 73-0553
○福原歯科医院 63-2501
□しおかぜ薬局 88-6011
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇出水総合医療センター67-1611

□第９回長島おさかな祭り
（薄井漁港）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 11 月３ 日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 11 月 23 日は勤労感謝の日です。
　勤労感謝の日は「勤労をたっとび、生産を祝い、国民たがいに感謝しあう」ことを
趣旨としています。


